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いたくら議会だより議会だより議会だより

保護者らの声援に応え保護者らの声援に応えてて
10月９日、雨天での運動会（板倉保育園10月９日、雨天での運動会（板倉保育園））



す
る
条
例
に
つ
い
て

　
改
正
内
容
は
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
地
域
決
定
型
地
方
特

例
措
置
と
な
る
課
税
標
準
の
特
例

の
改
正
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る

税
制
上
の
措
置
及
び
寡
婦
控
除
の

見
直
し
、
町
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

は
、
軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
の
課
税

方
式
の
見
直
し
、
法
人
町
民
税
に

つ
い
て
は
、
国
税
に
お
け
る
連
結

納
税
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
対
応

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
改
正
の
内
容
は
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
管
理
者
要
件
を
次
の

と
お
り
緩
和
す
る
も
の
で
す
。
１

点
目
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
管
理
者
は
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
で
あ
る
こ
と
と
規
定
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
確
保
が
困
難
で
あ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
に
対

す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い

て
、
減
免
対
象
期
間
及
び
減
免
申

請
期
限
の
特
例
を
次
の
と
お
り
追

加
す
る
も
の
で
す
。
減
免
の
対
象

は
、
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
納

31

期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料

と
し
、
申
請
期
限
は
、
令
和
３
年

３
月
　
日
と
し
ま
す
。

31

◆
板
倉
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

（2（2））

９月　
定例
議会 

一
般
会
計
・
国
保
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

令
和
元
年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定

一
般
質
問
に
４
人
が
登
壇

９月定例議会
◆
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
和
田
利
男
さ
ん
、
同

じ
く
、
北
山
圭
一
郎
さ
ん
が
令
和

２
年
９
月
　
日
を
も
っ
て
任
期
満

26

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て
（
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

被
保
険
者
等
に
対
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
減
免

対
象
期
間
及
び
減
免
申
請
期
限
の

特
例
を
次
の
と
お
り
追
加
す
る
も

の
で
す
。
減
免
の
対
象
は
、
令
和

２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
　
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が
定

31
め
ら
れ
て
い
る
保
険
税
額
と
し
、

申
請
期
限
は
、
令
和
３
年
３
月
　31

日
と
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て
（
板
倉
町
介
護
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

議

決

議

案

る
場
合
に
管
理
者
を
介
護
支
援
専

門
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
ま
す
。
２
点
目
は
、
令
和
３

年
３
月
　
日
時
点
で
主
任
介
護
支

31

援
専
門
員
で
な
い
者
が
管
理
者
で

あ
る
場
合
、
そ
の
者
が
管
理
者
で

あ
る
限
り
、
管
理
者
要
件
の
適
用

を
令
和
９
年
３
月
　
日
ま
で
猶
予

31

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

そ
の
他
の
議
決
議
案
　
◆
板
倉
町

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
◆
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
　
◆
板
倉
町
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
　
◆
群
馬
県
板
倉
町
と

埼
玉
県
加
須
市
を
結
ぶ
利
根
川
新

橋
の
整
備
促
進
及
び
架
橋
に
係
る

幹
線
道
路
の
整
備
促
進
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
８
日
か
ら
　
日
ま

17

で
の
　
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例

10

会
で
は
、
同
意
２
件
、
報
告
１
件
、
承
認
２
件
、
条
例
の

一
部
改
正
議
案
５
件
、
補
正
予
算
議
案
３
件
、
令
和
元
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
議
案
５
件
、
発
議
３
件
の
合
計
　
議
案
が
審

21

議
さ
れ
、
全
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議会
初日

９
８昇

人

事

案

件

承

認

議

案

の
総
額
を
　
億
６
，
６
７
３
万
５

74

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
、
町
の
魅

力
を
配
信
す
る
動
画
等
作
成
業
務

委
託
料
２
２
０
万
円
の
委
託
方
法

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
動
画
作
成
に
つ
い
て
は
、
移
住

の
関
係
に
特
化
し
た
も
の
、
町
全

体
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
も
の
の

２
つ
を
考
え
て
い
ま
す
。
移
住
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
内
容
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
全
体
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
の
四
季

を
と
お
し
て
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
託
の
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
使
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
、
日
常
の
授
業
で
も
活
用

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
万
が

一
休
校
に
な
っ
た
場
合
の
家
庭
で

の
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　
ま
ず
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
大
き
さ

は
、
通
常
の
　
イ
ン
チ
程
度
に
な

10

る
か
と
思
い
ま
す
。
当
然
日
常
の

授
業
で
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
の
休
校
時
の
利
用
に
つ
い

て
、
現
在
調
査
し
て
い
る
中
で

は
、
各
家
庭
で
使
え
る
環
境
は
ほ

ぼ
整
っ
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、

持
ち
運
び
な
ど
で
破
損
す
る
こ
と

を
考
慮
し
て
、
自
宅
に
端
末
が
な

い
場
合
は
貸
し
出
し
す
る
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。

　
第
１
次
、
第
２
次
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
該
当
し
た
全
体
の

事
業
数
、
そ
の
事
業
の
中
で
町
民

全
体
に
関
係
し
た
事
業
、
ま
た
、

第
３
次
の
事
業
を
組
む
予
定
が
あ

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
ま
ず
第
１
次
に
つ
い
て
は
　
事
14

業
、
第
２
次
に
つ
い
て
は
　
事
業

16

で
　
事
業
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中

30

で
町
民
全
体
に
関
係
し
た
も
の
は

５
千
円
の
生
活
支
援
給
付
金
と
マ

ス
ク
の
支
給
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
第
３
次
に
つ
い
て
は

県
に
よ
る
と
、
今
後
追
加
の
補
正

予
算
の
配
分
が
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
移
住
支
援
事
業
２
，
１
０
０

万
円
に
つ
い
て
、
内
容
を
伺
い
た

い
。

　
　
万
円
の
支
援
金
　
世
帯
分
と

70

30

な
り
ま
し
て
、
現
在
町
で
行
っ
て

い
る
住
宅
取
得
支
援
金
の
上
限
　30

万
円
に
上
乗
せ
を
す
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
要
綱
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
現
段
階
で
は
板
倉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
限
定
す
る
と
か
、
年
齢

制
限
や
子
育
て
世
帯
に
限
定
す
る

と
か
、
そ
い
う
こ
と
を
今
後
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
河
川
・
湖
沼
水
質
検
査
事
業
　13

万
９
千
円
に
つ
い
て
、
検
査
回
数

は
年
間
何
回
で
、
こ
の
補
正
に
よ

り
何
回
増
や
し
た
の
か
、
ま
た
、

そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
年
間
４
回
、

湖
沼
に
つ
い
て
は
年
間
２
回
と
い

う
こ
と
で
調
査
を
し
て
い
ま
す

が
、
湖
沼
に
つ
い
て
も
４
回
に
す

る
も
の
で
す
。
そ
の
理
由
で
す

が
、
河
川
に
つ
い
て
は
春
・
夏
・

秋
・
冬
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
湖

沼
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
と
お
し

て
水
量
の
増
減
が
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
と
か
ら
、
夏
と
冬
の
２
回
で
し

た
が
、
河
川
と
同
じ
く
気
温
の
関

係
等
も
出
て
き
ま
す
の
で
、
年
４

回
に
増
や
す
も
の
で
す
。

議
案
第
　
号
　
令
和
２
年
度

40

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
９
千
円
を
追

57

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

　
億
４
，
３
７
８
万
５
千
円
と
す

21る
も
の
で
す
。

議
案
第
　
号
　
令
和
２
年
度

41

板
倉
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
２
万
６
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
　
億
８
，
５
８
６
万
円
と
す

12

る
も
の
で
す
。

※
補
正
予
算
は
９
月
９
日
の
本
会

議
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

（（33））　議議会会だよだよりり　№155　令和２年11月１日

Ｑ
針
ケ
谷
委
員

◆本会議・補正予算

議
案
第
　
号
　
令
和
２
年
度

39

板
倉
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
８
５
万
５

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

補

正

予

算

質

疑

◆本会議・補正予算

Ｑ
青
木
委
員

Ｑ
今
村
委
員

Ａ
峯
崎
住
民
環
境
課
長

Ｑ
市
川
委
員

Ａ
根
岸
企
画
財
政
課
長

Ｑ
荒
井
委
員

Ａ
小
野
田
教
委
事
務
局
長

Ａ
根
岸
企
画
財
政
課
長

Ａ
根
岸
企
画
財
政
課
長



（4（4））

９月　
定例
議会 

問
・
手
続
き
に
問
題
点
は

答
・
企
画
財
政
課
長
　
い
ろ
い
ろ

な
環
境
の
方
が
い
る
が
、
国

の
制
度
に
基
づ
い
て
の
申
請

方
法
で
あ
る
の
で
、
特
に
問

題
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

６
月
　
日
の
ウ
ェ
ブ
会
議
に
つ
い

26

て
 

問
・
そ
の
内
容
は

答
・
総
務
課
長
　
利
根
川
の
中
流

に
位
置
す
る
４
県
境
の
首
長

が
参
加
し
、
利
根
川
の
氾
濫

時
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
に
つ
い

て
の
検
討
、
特
に
住
民
主
体

で
の
自
主
的
な
広
域
避
難
の

確
保
を
積
極
的
に
推
奨
す
る

こ
と
な
ど
が
内
容
に
な
っ
て

い
る
。

て
い
る
。
板
倉
町
で
は
５
月

　
日
に
世
帯
主
あ
て
に
申
請

12書
類
を
郵
送
し
た
。
申
請
開

始
か
ら
３
か
月
で
受
付
終
了

と
い
う
事
で
、
８
月
　
日
で

17

受
付
を
終
了
し
、
支
援
さ
れ

た
人
数
が
１
万
４
，
３
６
９

人
、
５
，
６
８
２
世
帯
へ
の

給
付
を
済
ま
せ
た
。
金
額
に

す
る
と
　
億
３
，
６
９
０
万

14

円
で
支
給
割
合
は
　
．
７
％

99

と
な
っ
た
。

問
・
町
独
自
の
生
活
支
援
給
付
金

に
つ
い
て

答
・
企
画
財
政
課
長
　
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
日
を
基
準

日
と
し
、
支
給
し
た
人
数
は

１
万
４
，
３
４
８
人
、
１
人

５
，
０
０
０
円
の
給
付
で
、

７
，
１
７
４
万
円
の
支
給
と

な
っ
た
。

問
・
修
学
旅
行
に
つ
い
て

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
小

学
校
１
年
生
か
ら
５
年
生
の

社
会
科
見
学
等
は
延
期
し
て

実
施
。
６
年
生
は
、
当
初
東

京
、
神
奈
川
方
面
の
予
定
を

栃
木
方
面
に
検
討
中
。
中
学

３
年
生
は
関
西
方
面
を
５
月

か
ら
９
月
へ
、
ま
た
、
９
月

か
ら
　
月
と
変
更
し
た
が
、

12

高
校
の
受
験
も
始
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
、
不
安
解
消
の
た

め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

特
別
定
額
給
付
金
・
生
活
支
援
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て

 
問
・
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

答
・
企
画
財
政
課
長
　
定
額
給
付

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国

一
律
の
対
応
で
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
、
世
帯
主
と
さ
れ
て
い
る

方
が
受
給
権
が
あ
る
と
さ
れ

て
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

問
・
運
動
会
に
つ
い
て

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
中

学
の
場
合
は
、
６
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
最
中
だ
っ
た

の
で
中
止
。
小
学
校
は
規
模

を
小
さ
く
し
て
、
学
校
で
で

き
る
範
囲
で
、
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
小
学

校
、
中
学
校
の
年
中
行
事
に
与
え

た
影
響
は

 
問
・
夏
休
み
の
日
数
に
つ
い
て

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
郡

内
の
教
育
長
会
議
を
経
て
、

臨
時
休
校
の
不
足
し
た
授
業

時
間
の
確
保
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
決
め
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。

問
・
夏
の
プ
ー
ル
の
対
応
に
つ
い

て

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
水

泳
の
授
業
実
施
に
最
も
重
要

な
健
康
診
断
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
総
合
的
に
判
断
し

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
小
中
学
校
に
与
え
た
影
響
は

特
別
定
額
給
付
金
・
生
活
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

一

般

質

問

議会２日目
９月９日昌
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森
田
　
義
昭
　
議
員
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る
。

板
倉
町
職
員
の
提
案
に
関
す
る
規

程
に
つ
い
て

 
問
・
板
倉
町
職
員
の
提
案
に
関
す

る
規
程
の
中
に
「
事
務
全
般

に
つ
い
て
職
員
の
着
想
を
自

由
な
提
案
に
よ
っ
て
生
か

し
、
職
員
の
志
気
の
高
揚
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
て

事
務
能
力
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

と
あ
る
が
、
事
務
全
般
の
意

味
す
る
こ
と
と
は
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
事
務
効
率

を
図
る
た
め
の
や
り
方
や
、

人
員
配
置
等
を
指
す
も
の
と

思
う
。

問
・
今
年
度
の
申
請
状
況
は
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
現
在
の
と

こ
ろ
な
い
。

（
意
見
）

 
表
彰
規
定
も
あ
り
、
職
員
の

志
気
を
高
め
る
上
で
有
効
な

も
の
と
考
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
る
上
で
若
い
世
代
の

知
恵
を
必
要
と
す
る
。
職
員

か
ら
の
提
案
が
活
発
化
す
る

こ
と
に
期
待
す
る
。

計
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は

発
注
済
み
。

問
・
避
難
指
示
に
対
す
る
国
の
基

準
が
変
更
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
が
、
町
の
考
え
は
。

答
・
町
長
　
確
か
に
解
り
づ
ら
い

部
分
が
あ
っ
た
。
気
象
庁
や

国
土
交
通
省
か
ら
の
情
報
を

基
に
、
早
め
の
情
報
発
信
を

心
が
け
る
。
自
分
の
命
は
自

分
で
守
り
、
逃
げ
ろ
と
言
っ

た
時
に
は
逃
げ
て
頂
け
る
よ

う
努
力
す
る
。

問
・
自
主
避
難
組
織
と
防
災
士
の

活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
・
町
長
　
防
災
士
の
講
習
を
県

の
危
機
管
理
室
と
調
整
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

に
な
っ
た
。
災
害
時
に
協
力

い
た
だ
け
る
人
数
を
確
認

し
、
行
政
区
と
防
災
士
と
の

関
係
の
在
り
方
を
区
長
と
話

し
合
っ
て
い
く
。

問
・
避
難
者
の
受
付
に
避
難
者

カ
ー
ド
を
活
用
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
手
元

に
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
避
難
者
カ
ー
ド

の
取
り
扱
い
や
パ
ソ
コ
ン
の

活
用
方
法
な
ど
検
討
中
で
あ

る
県
と
の
協
議
の
中
で
「
移

転
後
、
東
洋
大
施
設
は
解
体

し
工
業
用
地
と
し
て
活
用
し

た
い
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
事
実

か
。

答
・
町
長
　
現
時
点
で
は
そ
れ
が

良
い
方
法
と
考
え
て
い
る
。

問
・
県
獣
医
師
会
と
協
力
し
、

ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
を
検
討

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
が

進
捗
状
況
は
。

答
・
町
長
　
施
設
の
収
容
能
力
が

圧
倒
的
に
足
ら
な
い
中
、

ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
に
は
賛

否
が
あ
る
。
県
獣
医
師
会
と

の
協
定
に
つ
い
て
は
少
し
時

間
を
見
る
よ
う
指
示
し
た
。

今
後
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

た
い
。

問
・
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は
。

答
・
町
長
　
マ
ス
ク
約
　
万
枚
は

10

購
入
済
み
。
非
接
触
の
体
温

２
平
米
で
計
算
し
た
た
め
。

問
・
一
次
避
難
、
二
次
避
難
の
考

え
か
ら
、
浸
水
区
域
内
の
避

難
所
を
利
用
し
な
い
考
え
は

な
い
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
考
え
は
な
い
。

答
・
町
長
　
二
次
避
難
を
考
え
る

と
自
力
で
広
域
避
難
し
て
い

た
だ
く
ほ
う
が
良
い
。
施
設

の
新
設
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

相
談
し
検
討
し
た
い
。

問
・
収
容
人
員
１
，
２
０
０
名
の

東
洋
大
学
施
設
に
つ
い
て
、

町
長
は
東
洋
大
移
転
に
関
す

洪
水
対
応
に
つ
い
て

 
問
・
旧
防
災
マ
ッ
プ
で
は
避
難
所

が
　
カ
所
、
受
け
入
れ
可
能

13
人
員
は
８
，
０
３
０
名
で

あ
っ
た
が
新
防
災
マ
ッ
プ
で

は
避
難
所
は
　
カ
所
に
増
え

17

た
が
受
け
入
れ
可
能
人
員
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

答
・
総
務
課
長
　
屋
外
の
下
五
箇

避
難
タ
ワ
ー
、
飯
野
避
難

地
、
道
の
駅
か
ぞ
わ
た
ら
せ

を
除
い
て
６
，
９
３
０
名
で

あ
る
。

問
・
な
ぜ
少
な
く
な
っ
た
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
施
設
の
延
べ
床

面
積
の
　
％
、
一
人
当
た
り

７０

洪
水
が
起
き
た
と
き

あ
な
た
は
ど
こ
へ
避
難
し
ま
す
か
？
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た
に
避
難
施
設
を
つ
く
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
・
町
長
　
公
的
広
域
避
難
所
を

町
外
に
指
定
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
。
町
内
の
高
台

に
収
容
施
設
を
造
れ
れ
ば
解

決
で
き
る
。
高
台
へ
最
少
の

投
資
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
よ
う
な
方
法
と
し
て
は
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
様
な
も
の

が
良
い
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
実
際
、
東
京
都
内
に
は

そ
う
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。

た
だ
避
難
施
設
と
し
て
認
め

て
も
ら
う
に
は
色
々
と
障
害

が
あ
る
。

問
・
町
内
の
民
間
事
業
者
が
新
し

く
社
屋
な
り
倉
庫
な
り
を
建

設
す
る
際
、
避
難
所
・
駐
車

場
と
し
て
開
放
す
る
と
し
た

場
合
に
助
成
す
る
よ
う
な
制

度
は
な
い
の
か
。

答
・
町
長
　
そ
の
よ
う
な
制
度
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

役
場
庁
舎
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
が
出
た
場
合
の
業
務
体
制
は

 
問
・
４
月
　
日
付
け
の
新
聞
報
道

28

で
当
町
は
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

職
員
の
感
染
を
想
定
し
た
対

策
計
画
の
作
成
で
未
定
、
検

討
中
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
業
務
継
続
計
画

の
策
定
に
向
け
て
現
在
作
業

を
進
め
て
い
る
。

問
・
役
場
庁
舎
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
場
合
、
代
替
の

庁
舎
は
ど
こ
に
す
る
か
等
、

考
え
て
い
る
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
事
務
的
な
部
分

を
考
え
る
と
難
し
い
。
な
る

べ
く
感
染
者
を
出
さ
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
る
。

新
た
な
避
難
施
設

 
問
・
災
害
発
生
時
の
避
難
施
設
と

し
て
北
地
区
等
の
高
台
に
新

か
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
保
険
料
が
高
額

で
あ
る
の
に
対
し
て
支
払
限

度
額
は
低
い
と
い
う
こ
と
で

加
入
は
見
送
っ
て
い
る
。
今

後
も
加
入
す
る
予
定
は
な

い
。

爆
破
予
告
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
 

問
・
今
年
の
７
月
に
大
泉
町
と
千

葉
県
市
原
市
に
同
時
に
爆
破

予
告
が
あ
っ
た
。
大
泉
町
は

町
民
を
不
安
に
さ
せ
る
、
模

倣
犯
が
出
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
非
公
表
。
市

原
市
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
報
道
発
表

に
よ
り
住
民
に
周
知
さ
せ

た
。
当
町
の
対
応
は
。

答
・
総
務
課
長
　
警
察
署
に
相
談

し
、
そ
の
指
揮
指
導
の
下
、

対
応
し
て
い
く
。

問
・
災
害
の
復
旧
な
り
避
難
が
長

期
化
し
た
場
合
、
職
員
の
負

担
も
大
き
く
な
る
。
当
然
残

業
代
、
休
日
出
勤
代
等
の
人

件
費
も
大
き
く
な
る
。
町
の

財
政
的
な
負
担
も
相
当
な
も

の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
職
員
の
時
間
外
手
当
、

避
難
所
設
置
費
等
を
補
償
す

る
「
避
難
保
険
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
が
、
町
は
こ
れ
に

つ
い
て
加
入
し
て
い
る
の

災
害
等
発
生
時
の
役
場
職
員
の
勤

務
体
制
に
つ
い
て

 
問
・
災
害
発
生
時
に
は
避
難
所
の

支
援
業
務
、
役
場
で
の
業
務

等
通
常
と
は
異
な
る
勤
務
体

制
が
取
ら
れ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
振
り
分
け
が
な

さ
れ
る
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
避
難
所
の
開
設

等
で
長
期
化
し
た
場
合
、
班

体
制
に
振
り
分
け
る
よ
う
な

形
で
体
制
を
組
ん
で
対
応
す

る
。
防
災
計
画
に
も
各
班
の

対
応
業
務
が
あ
る
の
で
そ
れ

に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て
い

く
。

緊
急
時
・
災
害
時
の
町
・
役
場
の
対
応
に
つ
い
て

新
た
な
避
難
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
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③
小
野
田
富
康
　
議
員

的
で
近
道
で
あ
る
と
い
う
専

門
家
の
意
見
も
あ
る
。
何
事

も
順
序
が
あ
る
。
小
学
校
教

育
は
、
英
語
教
育
よ
り
も
社

会
生
活
で
必
要
不
可
欠
な

「
読
み
・
書
き
・
計
算
」
の

基
礎
学
力
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
。
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問
・
大
学
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る

英
語
力
ト
ー
イ
ッ
ク
７
３
０

程
度
は
、
英
語
専
門
学
科
の

学
生
で
も
簡
単
に
修
得
で
き

な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
他
の
学
部
、
学
科

の
学
生
の
平
均
的
な
英
語
力

は
、
ト
ー
イ
ッ
ク
で
示
す

と
、
ど
の
辺
り
の
レ
ベ
ル
に

あ
る
の
か
。
私
的
な
見
解
で

結
構
な
の
で
、
大
雑
把
に
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
・
教
育
委
員
会
指
導
主
事
　
大

学
生
の
英
語
力
と
い
っ
て

も
、
習
熟
度
に
大
き
な
幅
が

あ
る
。
大
学
の
英
語
教
育
に

お
い
て
も
、
ご
く
基
本
的
な

英
語
学
習
か
ら
高
度
な
英
語

で
の
授
業
ま
で
あ
る
の
で
、

そ
の
平
均
化
は
難
し
い
。

（
意
見
）

小
学
校
教
育
６
年
間
の
大
切
さ

 
　
　
今
年
度
よ
り
小
学
校
英
語
の

教
科
化
が
、
学
習
時
間
不

足
、
そ
の
他
批
判
の
あ
る
中

で
正
式
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ

は
、
「
政
・
官
・
業
」
の
癒

着
・
教
育
産
業
の
努
力
の
成

果
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
英
語
教
育
は
、
国
語
の

基
礎
・
基
本
を
修
得
さ
せ
て

高
校
か
ら
始
め
た
方
が
効
率

難
し
い
が
、
漢
字
検
定
試
験

を
参
考
に
す
る
と
漢
字
検
定

準
１
級
に
当
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
中

で
も
す
ば
ら
し
い
国
語
力
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

問
・
社
会
、
企
業
が
求
め
て
い
る

英
語
力
「
ト
ー
イ
ッ
ク
７
３

０
程
度
」
は
、
相
当
高
い
レ

ベ
ル
で
あ
る
。
普
通
の
人

が
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
届
く
た

め
に
は
、
宮
本
武
蔵
の
名
言

に
あ
る
「
千
日
の
稽
古
」

「
万
日
の
稽
古
」
が
必
要
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
・
教
育
委
員
会
指
導
主
事
　
そ

の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
に
は
、

相
当
勉
強
し
な
い
と
難
し

い
。
英
語
専
門
の
大
学
生
で

も
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。

一
般
的
な
大
学
生
の
英
語
力
は
？

 

企
業
が
求
め
て
い
る
英
語
力
は
？

 
問
・
新
聞
・
雑
誌
等
の
求
人
広
告

に
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
（
※
注

ト
ー
イ
ッ
ク
）
７
３
０
、
又

は
Ａ
Ａ
（
ダ
ブ
ル
Ａ
）
程
度

の
英
語
力
が
応
募
条
件
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ

る
。
こ
の
ト
ー
イ
ッ
ク
７
３

０
程
度
と
い
う
英
語
力
、
ど

の
よ
う
な
レ
ベ
ル
か
。
ま

た
、
日
本
の
国
語
力
に
置
き

換
え
る
と
、
ど
の
程
度
に
相

当
す
る
の
か
。
そ
の
基
準
・

指
標
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
・
教
育
委
員
会
指
導
主
事
　
英

語
検
定
試
験
に
当
て
は
め
る

と
ト
ー
イ
ッ
ク
７
３
０
は
、

英
検
準
１
級
に
受
か
る
程
度

の
点
数
か
と
思
う
。
こ
の
７

３
０
と
い
う
点
数
は
、
英
語

を
専
門
的
に
勉
強
し
た
人
で

な
い
と
取
れ
な
い
レ
ベ
ル
で

あ
る
。
日
本
の
国
語
力
に
置

き
換
え
て
当
て
は
め
る
の
は

英
語
習
得
は
難
し
い
の
で
は
？

 
問
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
テ
レ

ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
英
語
が

簡
単
に
修
得
で
き
る
が
ご
と

く
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
英
語
修
得
は
難
し
い
と

い
う
現
実
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
教
育
現
場
で
は
、
そ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
・
教
育
委
員
会
指
導
主
事
　
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
よ
う

に
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
そ

の
よ
う
な
教
材
が
あ
れ
ば
使

い
た
い
。

小
学
校
教
育
は
社
会
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

「
読
み
・
書
き
・
計
算
」
の
基
礎
学
力
の
充
実
を

一

般

質

問

議会２日目
９月９日昌

④
青
木
　
秀
夫
　
議
員

◆一般質問

 ※注　TOEIC(Test OF English for Internaional CommuniCation)

　 通称トーイック　国際コミュニケーション英語能力テスト

　 満点990点　ダブルＡ（ＡＡ）730～860点

　 運営　国際ビジネスコミュニケーション協会
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９月　
定例
議会 

令
和
元
年
度
決
算

一
般
会
計
・
特
別
会
計
を

全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
各
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
お
い
て
３
日
間
（
９
月
　
日
、
　

日
、
　

日
）
を
か
け
て
審
査
を
行
い
、
議
会
最

11

14

15

終
日
に
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

決 算 審 査 意 見 書

【審査期日　令和２年７月30日昭　監査委員　江田音吉　黒野一郎】

総括的意見　令和元年度において、一般会計及び特別会計を通じた決

算は、その計数に誤りがなく、適切な予算執行がなされていたものと

認めます。総体として、財政も健全に運営されており、有効かつ適切

な予算の執行によって、町民福祉の向上と地域社会の発展に努力され

ており、行政目的が大方達成されたものと評価いたします。

　役場新庁舎の建設や広域防災情報伝達システムの整備を始めとする

防災事業が終了し、町債や基金繰入金が減少した一方、今後借り入れ

た町債の返済が本格的に始まることから、行財政改革を推進していく

うえにおいて、これらの状況を十分に認識し、健全な財政運営の堅持

に、より一層の努力を期待するものです。

決 算 額

９/17最終日

【１．一般会計】

歳入総額 59億6,686万9,114円

歳出総額 53億7,498万9,755円

差引残額 5億9,187万9,359円

【２．後期高齢者医療特別会計】

歳入総額 1億6,444万3,153円

歳出総額 1億6,303万2,947円

差引残額 141万206円

【３．国民健康保険特別会計】

歳入総額 20億3,523万3,657円

歳出総額 20億1,987万6,483円

差引残額 1,535万7,174円

【４．介護保険特別会計】

歳入総額 12億6,160万5,389円

歳出総額 11億9,792万4,960円

差引残額 6,368万429円

【５．下水道事業特別会計】

歳入総額 2億2,194万6,715円

歳出総額 1億9,581万9,981円

差引残額 2,612万6,734円

使ったお金使ったお金はは

いくらなの　　いくらなの？？

（一般会計（一般会計））

53億53億７７千千万円万円

　
令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て

審
査
し
た
主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま

す
。

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度

板
倉
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

　
役
場
新
庁
舎
の
案
内
看
板
に
つ

い
て
、
旧
国
道
３
５
４
号
交
差
点

付
近
の
案
内
看
板
が
見
づ
ら
く
、

町
外
の
方
が
来
庁
す
る
際
に
支
障

が
あ
る
と
思
う
。
見
や
す
い
看
板

の
設
置
が
必
要
と
思
う
が
。

　
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
案
内
看
板

や
そ
の
他
の
方
法
等
も
含
め
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
働
事
業
の
採
択

要
件
と
昨
年
度
の
採
択
件
数
、
今

年
度
の
今
ま
で
の
申
請
件
数
を
伺

い
た
い
。

　
採
択
要
件
は
、
団
体
で
あ
る
こ

と
と
地
域
の
課
題
を
解
決
し
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
公
共
性
の

あ
る
事
業
等
と
な
り
ま
す
。
昨
年

企
画
財
政
課

Ｑ
延
山
委
員

Ａ
舘
野
企
画
調
整
係
長

Ａ
根
岸
課
長

Ｑ
小
野
田
委
員

▲旧354号線の役場案内看板

（（99））　議議会会だよだよりり　№155　令和２年11月１日

度
の
採
択
は
２
件
、
今
年
度
は
現

時
点
で
３
件
の
申
請
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
旧
庁
舎
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
分
析

業
務
委
託
料
で
あ
る
が
、
契
約
業

者
と
調
査
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
契
約
業
者
は
群
馬
県
薬
剤
師
会

環
境
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
で
す
。

調
査
内
容
は
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量

の
分
析
で
１
箇
所
あ
た
り
２
万
４

千
円
で
　
箇
所
の
調
査
分
析
を
行

19

い
ま
し
た
。

　
資
源
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事

業
が
　
万
７
千
円
で
、
昨
年
度
と

33

比
較
し
大
幅
な
減
額
に
な
っ
た
。

こ
の
減
額
の
理
由
と
施
設
を
今

後
、
解
体
撤
去
す
る
の
か
、
利
活

用
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
方
向

で
考
え
て
い
る
の
か
。

　
減
額
の
理
由
は
必
要
最
小
限
の

維
持
管
理
の
み
と
な
っ
た
た
め
で

す
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
今
後
協
議
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　
火
葬
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
昨

年
は
２
０
８
件
の
申
請
が
あ
っ
た

が
、
館
林
市
の
施
設
以
外
の
施
設

の
使
用
料
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま

た
、
補
助
金
を
申
請
さ
れ
な
い
方

は
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
　

　
近
隣
の
火
葬
場
使
用
料
に
つ
い

て
は
１
万
８
千
円
か
ら
６
万
３
千

円
の
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
で
申
請
さ
れ
な
か
っ

た
方
は
７
件
あ
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

実
証
実
験
負
担
金
と
し
て
　
万
３

23

千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
マ
ホ
等

で
バ
ス
が
現
在
ど
の
位
置
を
走
行

し
て
い
る
の
か
を
地
図
上
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
本
年
４
月
か
ら
本
格
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
駅
前
の
町
営
駐
車
場
の
利
用
者

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

最
近
の
利
用
率
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
本
年
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
と

昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し
、
定
期

利
用
が
約
１
／
２
、
一
時
利
用
が

約
１
／
３
程
度
の
利
用
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
が
加
入
し
て
い
る
総
合
賠
償

保
険
の
適
用
が
２
件
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
保
険
対
象
と
な
っ
た
２
件
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
の
町
民
体

育
祭
で
け
が
を
さ
れ
た
方
の
治
療

費
と
、
町
庁
舎
敷
地
の
除
草
作
業

時
に
刈
払
機
で
小
石
を
は
ね
駐
車

中
の
乗
用
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破
損

さ
せ
て
し
ま
っ
た
際
の
修
理
費
と

な
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
等
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
２
、
３
年
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
平
成
　
年
度
の
利
用
率
に
つ
き

31

ま
し
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
が

　
．
２
％
、
乳
が
ん
検
診
が
　
．

15

25

４
％
、
大
腸
が
ん
検
診
が
　
．
３

17

％
で
し
た
。
正
確
な
数
は
出
せ
ま

せ
ん
が
、
一
度
受
診
し
た
方
は
そ

の
後
定
期
的
に
受
診
さ
れ
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

健
康
介
護
課

住
民
環
境
課

総
務
課

◆決算認定（令和元年度一般会計　主な質疑内容）

Ｑ
黒
野
委
員

Ａ
宇
治
川
戸
籍
年
金
係
長

Ａ
峯
崎
課
長

Ｑ
本
間
委
員

Ｑ
亀
井
委
員

Ｑ
青
木
委
員

Ａ
長
谷
見
安
全
安
心
係
長

Ａ
伊
藤
行
政
庶
務
係
長

Ｑ
針
ケ
谷
委
員

Ａ
高
際
財
政
係
長

Ｑ
荒
井
委
員

Ａ
長
谷
見
安
全
安
心
係
長

Ｑ
延
山
委
員

Ａ
山
岸
健
康
推
進
係
長

▲今年解体された旧役場庁舎

▲本格運用が始まったバスロケーションシステム

▲令和２年度のがん検診クーポン券

▲資源化センター（H30年稼働終了）
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産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
者
の
反

応
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
事
業
が
浸
透
し
、
利
用
者
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
妊
婦
さ

ん
に
事
業
の
内
容
を
説
明
し
、
ス

ム
ー
ズ
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
利
用
が

図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
敬
老
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
実
施
し
た
行
政
区
に
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
現
在
ま
で
の
申
請
状
況
と
開

催
す
る
行
政
区
に
対
す
る
支
援
の

考
え
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
現
在
ま
で
に
２
件
の
申
請
と
２

件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
敬
老
の
集
い
の
開
催
に
つ
い

て
行
政
区
の
役
員
さ
ん
か
ら
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業

で
３
件
の
調
査
を
実
施
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
危
険
箇
所

や
改
修
経
費
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
診
断
を
行
っ
た
一
級
建
築
士
の

方
か
ら
、
診
断
結
果
の
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
断
結

果
や
耐
震
改
修
に
係
る
経
費
等
を

よ
り
具
体
的
に
相
談
で
き
る
相
談

会
を
開
催
し
て
お
り
、
診
断
を
受

け
た
３
名
中
２
名
の
方
が
参
加
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
町
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
未

着
手
の
陳
情
・
要
望
路
線
が
多
く

残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
陳
情
件
数
　

件
、
　
路
線
が

43

56

残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
に
　12

路
線
は
着
手
し
て
い
ま
す
の
で
、

未
着
手
は
　
路
線
と
な
り
ま
す
。

44

ま
た
、
最
も
古
い
陳
情
は
昭
和
　42

年
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
土
木
費
の
全
体
予
算
約
４
億
６

千
万
円
に
対
し
て
、
約
３
千
万
円

が
不
用
額
と
と
し
て
減
額
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
や
む
を
得
な
い
予

算
を
除
き
、
予
算
を
組
み
替
え
て

執
行
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
町
単
独
道
路
整
備
事
業
に
組
み

替
え
る
こ
と
は
、
地
元
調
整
や
用

地
調
査
な
ど
が
あ
り
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
道
路
維
持
事
業
に
つ

い
て
は
、
予
算
不
足
が
生
じ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
は
配
分
す
る

こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
群
馬
銀
行
の
派
出
窓
口
業
務
手

数
料
が
　
万
円
の
増
額
と
な
っ
た

94

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
元
年
度
よ
り
群
馬
銀
行
の
派
出

窓
口
行
員
が
行
う
業
務
が
有
料
化

さ
れ
、
税
込
み
１
０
９
万
円
の
支

出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
口

座
振
替
手
数
料
が
　
万
円
の
減
と

15

な
っ
た
こ
と
か
ら
　
万
円
の
増
額

94

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
固
定
資
産
税
が
当
初
予
算
に
対

し
て
収
入
済
額
が
５
，
５
０
０
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
も
う

少
し
高
い
精
度
で
歳
入
と
し
て
見

込
み
、
当
初
予
算
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
と
思
う
が
。

　
申
告
課
税
で
あ
る
償
却
資
産
に

つ
い
て
は
企
業
の
積
極
的
な
設
備

投
資
に
よ
り
伸
び
て
い
る
状
況
で

す
。
賦
課
課
税
で
あ
る
土
地
と
建

物
に
つ
い
て
は
、
見
込
み
と
の
乖

離
が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
の
見
込
額
は
精
度
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
や
電
子

マ
ネ
ー
で
の
収
納
が
開
始
さ
れ
た

が
、
現
時
点
で
の
収
納
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
８
月
末
現
在
で
４
，
６
０
１
件

の
納
付
が
あ
り
、
約
６
，
２
５
５

会
計
課

税
務
課

都
市
建
設
課

Ｑ
針
ケ
谷
委
員

Ｑ
今
村
委
員

Ｑ
荒
井
委
員

Ｑ
針
ケ
谷
委
員

Ｑ
本
間
委
員

Ａ
青
木
資
産
税
係
長

Ａ
多
田
課
長

Ａ
塩
田
建
設
係
長

Ａ
斉
藤
計
画
管
理
係
長

Ｑ
今
村
委
員

Ａ
高
瀬
課
長

Ａ
川
部
収
税
係
長

Ｑ
小
野
田
委
員

Ａ
小
野
寺
介
護
高
齢
係
長

Ｑ
市
川
委
員

Ａ
山
岸
健
康
推
進
係
長▲産後ケア

▲納税がコンビニや電子マネーでも
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◆決算認定（令和元年度一般会計　主な質疑内容）

万
円
の
納
入
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
と
比
較
し
て
督
促
状

の
送
付
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
　
時
間
い

24

つ
で
も
納
入
可
能
と
な
り
利
便
性

が
向
上
し
た
効
果
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
滞
納
処
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
状
態
で
執
行
停
止
と
な
る
の

か
。
ま
た
、
債
権
の
差
し
押
さ
え

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
執
行
停
止
は
、
差
し
押
さ
え
を

す
る
不
動
産
や
動
産
、
預
貯
金
等

が
な
い
場
合
や
所
在
不
明
者
で
あ

る
場
合
な
ど
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
差
し
押
さ
え
る
債
権
に
は
不

動
産
収
入
や
生
命
保
険
等
が
あ
り

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登

録
者
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

依
頼
の
あ
る
仕
事
に
対
し
て
受
託

す
る
会
員
が
い
な
い
等
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
会
員
の
方
は
お
お
む
ね
１
５
０

名
ほ
ど
で
微
減
傾
向
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、

需
要
の
多
い
仕
事
に
対
し
て
、
そ

の
仕
事
の
得
手
、
不
得
手
等
の
個

人
差
が
あ
り
、
希
望
ど
お
り
の
人

材
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

こ
と
は

把

握

し
て
い
ま

す

。

 　
自
殺
対
策
強
化
事
業
で
実
施

し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

と
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

は
、
早
い
段
階
で
異
変
に
気
づ
く

こ
と
や
相
談
を
受
け
る
こ
と
で
自

殺
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を
重
点
と

し
て
、
　
人
程
度
で
開
催
し
て
い

60

ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
精

神
科
医
と
本
人
や
ご
家
族
と
面
談

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
話
奉
仕
員
の
養
成
研
修
事
業

委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度

の
委
託
先
と
受
講
者
数
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
講
習
会
は
館
林
市
、
板
倉
町
、

明
和
町
の
１
市
２
町
で
合
同
実
施

し
て
い
ま
す
。
委
託
先
は
各
市
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
り
ま

す
。
令
和
元
年
度
の
本
町
の
受
講

者
は
３
名
と
な
り
ま
す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
令
和
元
年
度
は
８
団
体
が
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
新
た

な
団
体
が
取
り
組
む
動
き
は
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
令
和
２
年
か
ら
除
川
む
ら
づ
く

り
協
議
会
が
発
足
し
、
現
在
は
９

団
体
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
数
ヶ
月
前
に
三
県
境
の
案
内
板

や
掲
示
板
が
壊
さ
れ
、
記
念
ス
タ

ン
プ
が
盗
ま
れ
た
事
件
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
６
月
　
日
に
発
生
し
た
こ
の
事

17

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
署
に

被
害
届
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
情
報
は
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
記
念
ス
タ
ン
プ
に
つ
き
ま

し
て
は
加
須
市
で
新
し
い
も
の
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
商
業
用
地

利
活
用
検
討
調
査
事
業
で
交
渉
企

業
が
　
社
と
あ
る
が
、
交
渉
の
状

10

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
交
渉
し
た
企
業
は
ホ
テ
ル
や
コ

ン
ビ
ニ
等
と
な
り
ま
す
。
交
渉
状

況
は
、
商
業
圏
や
交
通
量
の
問
題

で
具
体
的
に
は
進
展
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

で
そ
の
年
度
の
５
０
０
万
円
の
事

業
費
が
使
い
切
ら
な
か
っ
た
場
合

は
返
還
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
翌

年
の
事
業
費
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
事
業
費
に
残
額
が
生
じ
た
場
合

は
翌
年
に
繰
り
越
し
す
る
こ
と
が
で

き
、
翌
年
の
事
業
費
と
合
わ
せ
て

事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
課

産
業
振
興
課

Ｑ
荒
井
委
員

Ａ
橋
本
商
工
誘
致
推
進
室
長

Ａ
橋
本
課
長

Ａ
福
知
農
政
係
長

Ａ
玉
水
社
会
福
祉
係
長

Ｑ
黒
野
委
員

Ｑ
市
川
委
員

Ｑ
本
間
委
員

Ａ
斉
藤
商
工
観
光
係
長

Ｑ
青
木
委
員

Ａ
川
部
収
税
係
長

Ｑ
小
野
田
委
員

Ｑ
針
ケ
谷
委
員

Ａ
玉
水
社
会
福
祉
係
長

▲ゲートキーパー養成講座

▲現在の三県境の様子（10月16日撮影）

▲板倉ニュータウン商業・業務用地

Ｑ
延
山
委
員

Ａ
福
知
農
政
係
長
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西
小
学
校
の
駐
車
場
に
つ
い

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
区
画
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
保
護
者
の
送
迎

時
に
は
手
狭
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
現
在
の
駐
車
場
の
東
側
に
あ
る

体
験
学
習
に
利
用
し
て
い
る
用
地

へ
の
拡
張
に
つ
い
て
、
調
査
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
西
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

出
入
り
す
る
時
間
帯
に
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。
バ
ス
が
出
入
り
す

る
時
間
帯
を
看
板
等
で
周
知
す
る

こ
と
で
緩
和
で
き
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
看
板
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
道

に
設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
土
木
事

務
所
と
調
整
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
学
校
も
含
め
て
調
査
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
給
食
事
業
に
つ
い
て
、
小
学
校

で
約
３
７
６
万
円
、
中
学
校
で
約

２
４
１
万
円
、
合
計
で
約
６
１
７

万
円
の
不
用
額
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
３

月
が
臨
時
休
校
と
な
っ
た
１
ヶ
月

分
と
認
識
し
て
良
い
の
か
。

　
臨
時
休
校
と
な
っ
た
１
ヶ
月
分

と
合
わ
せ
て
、
年
度
末
に
食
材
費

が
足
ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
毎

月
調
整
を
し
た
結
果
、
不
用
と

な
っ
た
額
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
の
　
％
を
占
め
る
町
税
が

37

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
来
年
度
は
落

ち
込
む
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の

決
算
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
予
算

編
成
、
重
点
事
業
の
優
先
順
位
に

つ
い
て
方
針
が
あ
れ
ば
伺
い
た

い
。

　
安
心
安
全
を
最
優
先
と
す
れ

ば
、
避
難
所
と
し
て
の
北
小
学
校
、

資
源
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
利
活
用

の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
あ
る

程
度
見
通
し
が
つ
い
た
時
点
で
、

も
う
一
度
優
先
順
位
を
見
直
し
た

場
合
、
や
む
を
得
ず
先
延
ば
し
を

す
る
事
業
も
あ
る
か
と
思
う
。
歳

入
が
減
少
す
る
上
に
、
コ
ロ
ナ
関

係
で
使
い
道
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、
堅
実
な
予
算
を

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
か
と
思

う
。

　
年
度
途
中
で
歳
入
歳
出
差
引
残

額
が
あ
る
程
度
見
通
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
残
額
で
ほ
か
の
事
業
を

新
た
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。

　
残
額
の
半
分
は
貯
金
に
回
す
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
決
ま
り
が
あ
っ

た
り
、
例
え
ば
八
間
樋
橋
は
架
け

る
と
き
か
ら
、
壊
す
こ
と
も
見
込

ん
で
い
る
が
、
補
助
金
が
な
か
な

か
つ
か
な
い
ま
ま
、
町
の
お
金
を

全
部
つ
ぎ
込
む
訳
に
も
い
か
な
い

の
で
、
４
年
経
っ
て
も
着
手
は
し

て
い
な
い
。
役
場
旧
庁
舎
は
こ
の

間
ま
で
使
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、

も
う
既
に
解
体
が
始
ま
っ
て
い
る

と
か
、
や
む
を
得
ず
そ
の
よ
う
な

方
法
を
取
り
な
が
ら
も
、
お
金
の

や
り
く
り
と
使
い
道
の
順
序
、
国

か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
等
、
担

当
部
局
も
苦
労
し
な
が
ら
や
っ
て

い
る
の
で
、
総
合
的
に
考
え
な
が

ら
、
や
っ
て
い
く
以
外
に
な
い
の

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

※
な
お
、
次
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
も
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
審

査
を
し
ま
し
た
。
会
議
録
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま

す
。

認
定
第
２
号
　
令
和
元
年
度

板
倉
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
３
号
　
令
和
元
年
度

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
４
号
　
令
和
元
年
度

板
倉
町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
５
号
　
令
和
元
年
度

板
倉
町
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
下
水
道
施
設
は
あ
と
７
、
８
年

す
る
と
建
設
か
ら
　
年
経
過
す
る

30

こ
と
と
な
り
、
近
い
将
来
に
寿
命

が
来
て
布
設
替
え
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
か
ら
計

画
的
に
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
施
設
の
老
朽
化
に
対
し
て
は
、

毎
年
点
検
や
補
修
を
行
い
、
多
額

の
経
費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
対
応

し
て
い
る
。
今
後
、
大
規
模
修
繕
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
　
年
後
、
　
年
後
を
見

10

20

据
え
た
長
寿
命
化
計
画
等
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

総
括
質
疑

Ａ
栗
原
町
長

Ｑ
荒
井
委
員

Ｑ
針
ケ
谷
委
員

Ａ
栗
原
町
長

Ａ
佐
山
総
務
学
校
係
長

Ａ
佐
山
総
務
学
校
係
長

Ｑ
今
村
委
員

Ｑ
延
山
委
員

Ａ
佐
山
総
務
学
校
係
長▲スクールバスの駐車場（西小学校）

Ｑ
森
田
委
員

教
育
委
員
会

総
括
質
疑

Ｑ
青
木
委
員

Ａ
栗
原
町
長
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板
倉
町
議
会
基
本
条
例
第
２
条

及
び
同
運
用
基
準
第
２
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
８
月
　
日
に
予
算
決

26

算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和

元
年
度
実
施
事
業
の
中
か
ら
総
務

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
と
産
業
建

設
生
活
常
任
委
員
会
が
選
定
し
た

各
３
事
業
、
全
６
事
業
に
つ
い

て
、
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
課

局
長
等
か
ら
事
業
内
容
の
説
明
を

受
け
た
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
、

各
議
員
が
評
価
点
を
決
定
し
、
全

員
の
評
価
点
を
合
計
し
て
今
後
の

方
向
性
を
３
段
階
に
分
け
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
状
の
ま
ま
継
続

す
べ
き
事
業
と
し
て
１
事
業
、
見

直
し
（
統
廃
合
を
含
む
）
の
う
え

継
続
す
べ
き
事
業
と
し
て
４
事

業
、
廃
止
す
べ
き
事
業
は
１
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
評
価
結
果
を
議
会
の
合
議

結
果
と
し
て
、
次
年
度
以
降
の
予

算
編
成
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
よ

う
町
長
へ
提
言
し
ま
し
た
。

◆
現
状
の
ま
ま
継
続
す
べ
き
事
業

・
防
災
対
策
事
業

◆
見
直
し
（
統
廃
合
を
含
む
）
の

う
え
継
続
す
べ
き
事
業

・
火
葬
費
補
助
事
業

・
担
い
手
育
成
・
就
農
支
援
事
業

・
板
倉
学
講
座
（
前
 成
人
講
座
）

・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
推
進
事
業

◆
廃
止
す
べ
き
事
業

・
ま
ち
づ
く
り
地
域
支
援
隊
事
業

恐
令
和
元
年
度
事
務
事
業
を
評
価
、
町
議
会
か
ら
町
長
へ
提
言

◆議会日誌・議長室エッセイ・事務事業評価

▲事務事業評価を行う予算決算常任委員会

▲延山議長から栗原町長へ提言書を提出

◆８月
４日　群馬県町村議会議長会臨時総会
７日　成人式検討会議
19日　健全化判断比率及び資金不足比率審査
20日　邑楽郡町村議会議長会臨時会
21日　議会運営委員会／全員協議会／議員のみ協議会
24日　群馬東部水道企業団全員協議会
26日　予算決算常任委員会（事務事業評価）
29日　例月出納検査

　　　館林警察署管内防犯協会役員会・定期総会（書面開催）
　　　群馬県町村議会議長会臨時理事会（書面開催）

◆９月
８～17日　９月定例会（本会議、一般質問、各常任委員会）
　　　　　全員協議会／議員のみ協議会／議会広報特別委員会
25日　群馬東部水道企業団例月出納検査
30日　例月出納検査

　　　邑楽館林主要河川改修促進同盟会総会（書面開催）

◆10月
９日　議会広報特別委員会
12日　群馬東部水道企業団全員協議会・定例会
14日　歳末たすけあい運動実行委員会
20日　全員協議会／議員のみ協議会
21日　加須・板倉利根川新橋建設促進協議会群馬県要望
27日　一部事務組合10月定例会（医療／消防／衛生）
28日　例月出納検査

　　　群馬県町村議会議長会理事会（書面開催）

　新型コロナウイルスの感染が広がり始めてから８カ月

余り、一向に収まる気配がありません。感染防止のマス

ク着用もだいぶ慣れてきました。季節も変わり冬に向

かって今後はインフルエンザの流行期となります。これ

からも続くマスク生活、新型ウイルスとの共生を模索し

なければならないと思っております。

　コロナ禍の今、実務型の安定を重視した菅内閣が発足

し、高い支持率を受けていることは、国民の期待度の高

さがうかがえます。

　首相は、秋田県の農家の長男として生まれ、たたき上

げの苦労人であり、人望も厚く努力を積み重ね、道を切

り開いてきた人物といわれております。

　首相は目指す社会像について「自助・共助・公助・絆」

と述べています。まず自分でできることは自分でやる、

そして地域や家族で助け合う、その上で政治が守ると説

明していますが、コロナ禍で経済的にもっとも困窮して

いる今こそ「公助」が優先しなければならないのではな

いでしょうか。

　経済再生、規制改革にも積極的に取り組む方針を示し

ていますが、透明性、公平性など山積する課題や負託に

どう応えていくのか、東北人として地方重視、地方の声に

耳を傾け、地方の実情をくんだ改革を望むものです。新時

代の先駆けとなるような成長を期待したいと思います。

議長室エッセイ 　議長　延山宗一

　菅内閣発足、地方重視の改革に期待

議 会 日 誌
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第
　
代
内
閣
総
理
大
臣
に
菅
義
偉
（
す
が
よ
し
ひ
で
）

99

氏
が
就
任
し
た
。
不
妊
治
療
の
保
険
適
応
や
縦
割
り
行
政

の
打
破
な
ど
を
政
策
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
本
町
で

も
こ
の
４
月
か
ら
子
育
て
支
援
の
窓
口
の
一
元
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
町
の
子
育
て
支
援
も
縦
割
り
で
あ
る
。
妊

娠
・
出
産
、
予
防
接
種
な
ど
は
健
康
介
護
課
、
障
害
や
保

育
園
に
関
し
て
な
ど
は
福
祉
課
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
は

教
育
委
員
会
が
担
当
し
て
い
る
。
そ
こ
で
保
健
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
、
手
続
き
を
一
元
化
で

き
な
い
か
と
始
ま
っ
た
。
今
は
窓
口
で
受
け
付
け
て
担
当

課
へ
つ
な
ぐ
段
階
だ
が
、
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
使
い
や
す
く
子
育
て
し
や
す
い
仕
組
み
に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
少
子
化
対
策
の
一
助
と
な
る
こ
と

に
期
待
し
て
い
る
。

　
 

（
議
会
広
報
特
別
委
員
　
針
ケ
谷
稔
也
 記
）
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町 政 へ 一　言
ひ と こ と

■発行　群馬県板倉町議会　■発行人　議長　延山宗一　■編集　議会広報特別委員会　〒374 － 0192  群馬県邑楽郡板倉町大字板倉 2682-1　緯 （0276）82 － 1111

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます

“議 会 傍 聴”
　議会の本会議は公開制となっています。会議当

日、受付票に記入していただくだけで、どなたで

も自由に傍聴することができます。

◆12月議会定例会（予定）

　会期　12月８日峨～12月14日俄

　議事　(１)条例改正などの議案審議・採決

　　　　(２)補正予算の審議・採決

　　　　（３）一般質問

　※会期等が変更になる場合もあります。

　※詳しい日程等については、後日議会のホーム

　　ページでお知らせします。

お問い合わせ先

議会事務局　殺82-1111(内線701)

　　　　　　殺82-6154(直通)

た

ゆ
み
な
い
安
心
安
全
と
町
の
活
性
化
の
取
り
組
み
推
進
を

～
ふ
る
里
は
永
久
に
栄
え
と
念
じ
て
や
ま
ず
～
 

　

 

泉
野
　
　

大
瀧
光
明
さ
ん

　
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し

て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に
あ
ら

ず
…
。
か
の
随
筆
を
引
く
ま
で
も

な
く
世
の
中
は
刻
々
と
変
わ
り
続

け
、
現
状
の
ま
ま
久
し
く
と
ど
ま

る
た
め
し
は
な
い
。
激
し
さ
を
増

す
自
然
災
害
の
襲
来
、
小
学
校
再

編
後
の
跡
地
利
用
、
東
洋
大
の
転

出
後
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
誘
致

活
動
等
、
課
題
解
決
の
為
、
議
会

で
の
論
議
や
町
民
か
ら
の
提
案
の

ほ
か
、
指
定
管
理
者
の
募
集
、
Ｉ

Ｔ
で
の
情
報
発
信
な
ど
広
い
間
口

で
の
取
り
組
み
が
良
策
を
得
る
鍵

と
な
る
。
災
害
復
旧
の
事
例
、
財

政
破
綻
の
再
生
事
例
等
も
し
か

り
。
ま
た
総
合
病
院
の
設
置
は
安

心
の
た
ま
も
の
。
遊
水
地
、
三
県

境
、
雷
電
神
社
、
髙
鳥
天
満
宮
、

揚
舟
等
、
町
の
観
光
資
源
を
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
と
セ
ッ
ト
に
し
て
周

知
す
る
の
も
今
の
自
転
車
人
気
と

マ
ッ
チ
す
る
。
安
心
安
全
と
元
気

向
上
に
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

板

倉
は
町
か
ら
街
に
変
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
？

～
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
住
み
や
す
い
街
へ
～
 

　

 

大
字
飯
野
　
　

新
井
太
史
さ
ん

　
他
県
の
人
た
ち
に
よ
く
「
板
倉

町
っ
て
ど
ん
な
町
か
」
と
聞
か
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
「
小
中

学
校
の
給
食
費
が
無
料
の
町
」
と

答
え
ま
す
が
、
皆
さ
ん
一
様
に
驚

か
れ
ま
す
。
子
育
て
世
帯
に
と
っ

て
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
制

度
で
す
。
さ
て
、
大
人
の
世
界
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
最
近
は
減

給
、
早
期
退
社
、
解
雇
と
い
う
言

葉
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
状
態
が
続
く
中
、
働
き
方

が
大
き
く
変
わ
り
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ス
タ

イ
ル
を
取
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
わ
た
し
自
身
も
働
き
方
を
変

え
、
休
み
を
週
３
日
と
し
、
家
族

と
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
他
県
の
子
育
て
世
代
に
大
変

魅
力
的
に
映
る
板
倉
町
で
す
が
、

今
後
町
政
に
は
新
し
い
生
活
ス
タ

イ
ル
を
取
り
入
れ
た
街
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
　
わ


